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三田社会学第 18 号（2013） 

収入を求めて出稼ぎで外に出て」しまうという現状を生み出した。2010 年代の今日、人類学の

調査地となってきたアジアの農村部・山間部はおしなべて過疎化を経験しつつある。しかもそ

れは、かつて 1960-70 年代に日本の山村が経験した過疎化と同じ文脈で語ることはできない性

質のものである点に注意する必要がある。情報化・グローバル化に伴う過疎化のもとで若者の

移動先はもはや国内の都市に留まらず、多くの山地民が国内都市を飛び越えて（または経由し

て）海外へ出稼ぎ移住している。また移動の民としての記憶と歴史の上に生きる山地民にとっ

て、この出稼ぎ移住は、国内にせよ海外にせよ一方向的な移動を意味しない。彼らの移動はと

きに村と町を行ったり来たりする往還的なものであったり、いくつかの村や都市そして海外の

町に張り巡らされたネットワークの中を移動する還流的なものであったりする。さらにその「出

稼ぎ」はときに結婚移住や親族移住という形をとり、山村の山地民社会における親族構造や伝

統的な価値観に大きな変化をもたらす可能性を孕んでいる。 
 しかも彼らは「山地民」なのである。ナショナリズムの過程で周辺化された結果、西欧的な

「国家の中の少数民族」という概念に基づく「山地民」という烙印を背負うことになった人々

は、その山村を出て都市社会に生きるとき、どのような生を送ることになるのだろうか。都市

の中に隔絶されたコミュニティを築いていくのだろうか、それとも都市の中で主流民族化の戦

略を取って生きていくのだろうか。村や国の「境界」を越えて生きるとき、彼らのアイデンテ

ィティはどのようなところに位置づけられ、それを懐柔しつつ彼らはどのように生きていくの

だろうか。そのとき、本書の著者が見つめてきた山村の神話・伝承やそれを具現化した祭祀に

映し出される山地民の価値世界は、どのように変化しているのだろうか。山村という空間を越

え、さらに国境を越えた山地民の社会生活空間を捉えて先達の知の蓄積にさらに 30 年の真摯な

まなざしを重ねていくことが、本書に学ぶ後進に課された課題であると言えるのではないだろ

うか（ただし著者自身が今後 10 年・20 年と調査を続けられる可能性を、筆者は決して否定し

ないものである）。 
 

（いしい かよこ 東洋英和女学院大学） 
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書評リプライ： 

鈴木 正崇 

 
 ミャオ族との出会いは 1983 年に遡る。中国が文化大革命の混乱を経て、改革開放によって

徐々に立ち直り外国人に門戸を開きつつあった時期である。当時、中国から伝わる情報は断片

的であったが、華麗な刺繍の民族衣装をまとい沢山の銀飾りを身に着けたミャオ族を写真や映

像で見た時の衝撃は忘れられない。日常生活では耕して天に至ると言われる棚田を営々と耕し

て米を作って主食とする。日本人とは全く異なるようでありながら、どこかで繋がっているよ

うなミャオ族とは一体何者なのか。本書は素朴な問いを抱えつつ、同時代人としてミャオ族と

つきあう中で理解を深めてきた試行錯誤の記録と考察である。 
石井香世子さんは北タイの山地民の調査を皮切りに観光化や移住など現代の流動する世界の

中での少数者や社会的弱者の在り方を、ジェンダーの視点も含めて調査研究している新進気鋭

の研究者であり本書の特徴を的確に捉えている。評者の言う通り、現代は村や国などの「境界

を越えた」フィールドへと調査の空間を拡大する必要に迫られている。本書で描いたミャオも

中国内で完結して暮らしているのではない。特に 1975 年以降はラオスにいる支系の山地民のモ

ンが政治難民となってタイに脱出し、アメリカ、オーストラリア、フランスなどに散らばって、

ディアスポラの民となった。彼らは 20 年ほどの間に新たな社会的ネットワークを構築して世界

各地で活動を活発化している。しかし、文字を持たず口頭伝承で生きてきた山地民が、一挙に

都市に放り出され、グローバル化に直面した時の試練は想像を絶するものであった。その状況

を描いたクリント・イーストウッド監督の『グラン・トリノ』（2008）によってアメリカのモン

はその存在を知られることになったが、移民社会の中での適応の困難さが浮き彫りになってい

る。移動や移住によって止めどなく広がっていく社会的ネットワークは複雑で流動的で、創造

される文化も多様である。こうした場の研究では従来の文化人類学の理論や文化の概念は有効

性を疑われる。その意味では、若い研究者はもっと果敢に「境界を越える」場所でフィールド

ワークを行い、本書を軽やかに乗り越えていくことを期待したい。私自身はアジアの全体を視

野に入れつつ、異文化の人々との交流を続け、更なる理解を深めていきたいと願っている。 
 

（すずき まさたか 慶應義塾大学文学部） 
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